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○スタート
試験が始まり、一斉に鉛筆を走らせる音が教室に響く。試験に臨むのは、果たして何年ぶりの事だろうか。１０月
から後期日程の科目等履修生として、心理学とカウンセリング論を受講させていただいた。娘たちと同年代の学生
さんたちと机を並べて講義を受ける事は嬉しくもあり気恥ずかしくもあったが、張り合いのある日々だった。
○心理学 昔話を題材として
私自身は、昔話を直接に祖父母、両親から聞いた経験はないが、友人が民話の会で語りべをしているので何回か
聴かせてもらっている。方言の響きが温かく、耳に心地いい。上手下手ではなく、語りべの方々の人柄がしのばれ
る。冬の寒い夜、パチパチといろりの火の爆ぜる音。いろりを取り囲む家族の輪、笑顔、綿入れ半天、子供たちの
赤いほっぺ。昔話を聴いていると情景が浮かんできて、心がほんわかと温かくなってくる。
娘たちが小さい頃、夜布団の中で絵本を読んであげるのが日課だった。思い返せばそれは私自身の楽しみだった
のかもしれない。いつか娘たちが自分の子供に私が孫に語っている場面を思い浮かべると自然に笑みがこぼれる。
○母の二面性
授業の終盤でシンデレラ、灰かぶりが取り上げられ、その中でとても興味深い解釈があった。母親が娘に対して
持つ役割の二面性、良い母と悪い母を実母と継母で役割分担をして描いている。いい面ばかりでなく、親は子供に
いろいろな面を見せる必要がある。実は試験前日、京都で大学生活を送る次女が風邪でダウンして SOS が届く。
無論、良い母としては一刻も早く行ってあげたいのであるが、母にも母の都合がある。ずっと楽しみにしていた、
イッセー尾形の一人芝居の当日である。しかも２列目の中央の願ってもない席である。むざむざと無駄にして駆け
つける程、娘の状態は急を要するだろうか。更に明日は心理学の試験であり、何日も前からまとめて頭に入れてい
る最中である。電話で娘の状態を把握しては判断を繰り返し、なんとか試験終了後に京都に向かう。自分の強い意
志で京都の大学に進学したのだから、何かあっても自力で対処する覚悟が必要だろうと、自分の都合を優先して少
し後ろめたい母は胸の中で言い訳するのである。
○カウンセリング論 ボディワークの紹介と実践
身体にガタのくる年齢である。無理は利かないし、更年期のトンネルの真っ只中でもある。いかに身体と向き合
い、いい状態で人生の後半期を過ごしていくかがこれからのテーマである。いろいろなボディワークはとても興味
深く、すぐに実践出来る内容で有難かった。レポート課題となる、ひとつのボディワークを３週間実践する、では
迷わず選択し、休まずに実践できた。実践後、確かに効果を感じとることが出来て喜んでいる。２０代でヨーガ、３０
代で太極拳に出会い、ゆったりと呼吸に合わせて身体を動かしていく気持ち良さを体感した。若い頃は身体は自由
に動いてあたり前だった。運動音痴だったため、学校の体育の授業が苦手だった。運動神経のある子が羨ましく、
早く走れる事、上手く球技が出来る事が素晴らしいと思っていた。年を重ねると共にわかってくる事、見えてくる
事がある。身体を楽に動かせることがいかに大事で有難い事か、運動は競ってすることより、楽しみながら無理な
く続けていく事が大切である。お金をかけずに手軽にいつでも、家の中でも一人でも出来る運動なり体操ができる
と、自分の日頃の健康管理になっていいと思う。今回教わったボディワークも大いに活躍しそうである。
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○お山
大学に向かって車を走らせ、だんだん悠久山が近づきお城が校舎の上に見えてくると何やらウキウキしてくる。
長岡大学は恰好のロケーションの中に建っている。悠久山は長岡市民にお山と呼ばれて愛されてきた場所である。
講義の後、蒼柴神社にお詣りして、ウォーキングがてら悠久山公園をひとめぐり散策するのが楽しみだった。木々
の香りを嗅ぎながら、土の感触が足に柔らかく、落ち葉をカサコソと踏みながら、猿山を眺き込む。小学生の頃は
遠足といえばルートを変えて悠久山まで何度も歩き、夏は電車に乗りプールに足繁く通った。スキー授業も悠久山
の裏山で、重いスキーをかついで山道を登るのが大儀だった。今回、久しぶりに裏山の方まで歩いてみたら、思っ
たよりすぐに頂上となり驚いた。早く中越地震で倒れた灯籠や橋が整備され、長岡大学に近い表参道から、ゆっく
り石畳を踏んで歩みたいと思う。
○残り１０分、そして
一時間の試験は終盤、定方先生の声がかかる。もう一度、テスト用紙を見直す。書こうと思っていたことはほぼ
記入し終えたが、まだ大切なことを書き残している気がしてきて、急いで書き足す。しかし、すぐにはまとまらず
にタイムアウト。提出してひと息をつく。
今回、友人たちに長岡大学で講義を受けていることを伝えると、「えーいいなぁ」という反応が一様に返ってく
る。大半の友人が、子育てが一段落し、自分の人生を見直し、これからを考える時期に来ている。あれもこれもと
欲張っても時間は限られているが、ひとつでもやりたいことが見つかると、人生はまた新しい輝きを増す。自分で
したいと望む勉強は何て楽しいのだろう。改めて気付かせてくれた長岡大学、そして定方先生に感謝している。
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